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社

会

科

教

育

分

科

会

今

年

度

の

社

会

科

教

育

分

科

会

に

は

、

十

一

本

の

レ

ポ

ー

ト

が

提

出

さ

れ

た

。

参

加

者

は

二

四

名

。

以

下

、

発

表

順

に

要

旨

と

討

議

の

内

容

を

紹

介

す

る

。

■

メ

モ

・

ア

ジ

ア

太

平

洋

戦

争

を

ど

う

伝

え

る

か

（

そ

の

４

）

～

戦

後

七

〇

年

の

意

味

す

る

も

の

～

児

玉

健

次

（

北

海

道

高

退

教

）

児

玉

報

告

は

、

①

戦

後

七

〇

年

も

平

和

が

続

い

て

い

る

の

は

な

ぜ

か

考

え

さ

せ

る

授

業

が

あ

っ

て

い

い

、

②

安

倍

首

相

の

「

侵

略

と

植

民

地

支

配

」

を

使

わ

な

い

戦

後

七

〇

年

談

話

を

許

さ

な

い

、

③

戦

争

に

参

加

す

る

若

者

の

声

を

教

師

が

認

識

す

る

必

要

が

あ

る

、

④

ど

ん

な

国

際

紛

争

も

平

和

的

な

対

話

で

解

決

す

る

道

が

な

い

か

話

し

合

う

こ

と

が

重

要

で

あ

る

と

問

い

か

け

た

。

討

議

で

は

、

・

①

は

、

米

軍

基

地

が

集

中

し

、

ベ

ト

ナ

ム

戦

争

の

出

撃

基

地

と

な

っ

た

沖

縄

の

位

置

づ

け

を

ど

う

す

る

か

。

戦

後

七

〇

年

、

最

も

困

難

な

地

域

で

あ

る

と

の

位

置

づ

け

で

は

な

い

か

。
。

・

③

の

子

ど

も

の

生

の

声

に

応

え

る

た

め

に

は

、

子

ど

も

た

ち

が

兵

士

と

な

り

、

死

ん

で

い

く

と

い

う

イ

メ

ー

ジ

を

、

授

業

で

ど

う

作

っ

て

い

く

か

が

が

重

要

で

は

な

い

か

。

・

④

の

、

話

し

合

い

で

平

和

に

向

け

て

の

取

り

組

み

が

前

進

し

た

例

と

し

て

東

南

ア

ジ

ア

が

あ

げ

ら

れ

る

。

・

北

海

道

新

聞

の

世

論

調

査

で

は

、

戦

争

に

巻

き

込

ま

れ

る

八

割

で

二

〇
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代

や

三

〇

代

で

は

九

割

に

達

す

る

。

世

論

の

力

は

大

き

い

。

私

達

の

努

力

に

よ

っ

て

「

憲

法

の

は

な

し

」

再

改

訂

も

夢

で

は

な

い

。

等

の

意

見

が

出

さ

れ

た

。

■

戦

争

と

平

和

を

学

ぶ

フ

ィ

ー

ル

ド

ワ

ー

ク

山

川

功

（

釧

路

・

鳥

取

西

小

学

校

）

山

川

報

告

は

、

集

団

的

自

衛

権

の

行

使

容

認

の

閣

議

決

定

で

、

若

い

人

た

ち

が

戦

争

に

加

担

す

る

危

機

が

迫

る

中

、

学

習

会

で

接

す

る

大

学

生

が

「

小

中

高

時

代

の

戦

争

に

関

す

る

衝

撃

的

な

資

料

が

ト

ラ

ウ

マ

に

な

っ

て

い

る

」
「

戦

争

は

歴

史

の

中

の

一

コ

マ

で

あ

ま

り

実

感

が

な

い

」

と

い

う

声

を

聞

き

、

標

茶

町

の

軍

馬

補

充

部

跡

、

別

海

町

の

旧

陸

軍

計

根

別

飛

行

場

跡

、

自

衛

隊

の

矢

臼

別

演

習

場

を

フ

ィ

ー

ル

ド

ワ

ー

ク

し

、

参

加

し

た

大

学

生

の

声

を

綴

っ

た

内

容

で

あ

る

。

討

議

で

は

、

・

な

か

な

か

実

感

の

わ

か

な

い

若

者

に

戦

跡

や

自

衛

隊

の

演

習

場

を

実

際

に

見

て

も

ら

い

、

肌

で

感

じ

て

も

ら

う

の

は

大

切

で

あ

る

。

・

計

根

別

飛

行

場

建

設

に

は

、

朝

鮮

人

だ

け

で

な

く

、

中

国

人

も

い

た

の

で

は

な

い

か

。

・

戦

争

に

か

か

わ

る

施

設

を

こ

ん

な

に

造

り

な

が

ら

、

空

襲

の

時

に

反

撃

し

な

か

っ

た

の

は

な

ぜ

か

考

え

さ

せ

る

授

業

が

で

き

る

。

・

戦

争

に

関

し

て

、

衝

撃

的

に

資

料

も

必

要

な

時

は

あ

る

が

、

ト

ラ

ウ

マ

に

な

る

こ

と

も

あ

る

。

・

同

じ

資

料

を

見

て

も

、

子

ど

も

に

よ

っ

て

受

け

止

め

方

は

違

う

。

今

、

子

ど

も

た

ち

に

ど

の

資

料

を

与

え

る

か

、

何

を

考

え

さ

せ

る

か

が

大

事
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で

は

な

い

か

。

等

の

意

見

が

出

さ

れ

た

。

■

弁

護

士

に

よ

る

憲

法

授

業

を

や

っ

て

み

よ

う

よ

～

集

団

的

自

衛

権

行

使

容

認

「

閣

議

決

定

」

と

高

校

生

の

意

見

～

松

本

徹

（

室

蘭

工

業

高

校

）

松

本

報

告

は

、

昨

年

の

「

日

本

国

憲

法

と

は

何

か

」

に

続

き

、
「

集

団

的

自

衛

権

」

を

テ

ー

マ

に

二

回

目

の

憲

法

出

前

授

業

を

行

い

、

高

校

生

の

こ

の

問

題

に

対

す

る

認

識

と

、

道

議

会

・

道

教

委

か

ら

圧

力

を

受

け

た

と

い

う

内

容

で

あ

る

。

集

団

的

自

衛

権

行

使

容

認

反

対

が

六

割

に

達

し

、

自

衛

隊

志

願

者

が

急

減

す

る

中

、

高

校

生

も

危

機

感

を

持

っ

て

い

る

こ

と

も

報

告

さ

れ

た

。

討

議

で

は

、

・

憲

法

出

前

授

業

に

対

し

、

札

幌

琴

似

工

業

の

取

り

組

み

も

含

め

て

道

議

会

自

民

党

が

反

発

し

、
「

偏

向

教

育

だ

」

と

攻

撃

し

て

き

た

。

政

府

の

論

理

に

立

っ

た

教

育

を

行

う

べ

き

と

い

う

こ

と

で

あ

る

。

・

直

接

的

に

は

学

校

の

管

理

職

に

圧

力

が

か

か

っ

た

が

、

文

書

に

よ

る

報

告

を

求

め

ら

れ

た

。
管

理

職

は

学

校

と

し

て

認

め

て

い

る

も

の

で

あ

り

、

偏

向

教

育

と

は

考

え

な

い

立

場

で

あ

る

。

・

高

校

生

は

、

集

団

的

自

衛

権

の

行

使

容

認

閣

議

決

定

に

つ

い

て

、

自

分

の

頭

で

考

え

、

自

分

な

り

の

考

え

を

持

っ

て

い

る

。

・
「

平

和

」

と

い

う

言

葉

は

そ

ぐ

わ

な

い

と

指

導

主

事

が

発

言

し

て

い

る

。

・

弁

護

士

会

は

立

憲

主

義

を

し

っ

か

り

教

え

る

こ

と

が

重

要

で

あ

る

。

一

方

的

に

教

え

込

む

の

で

は

な

く

、

一

緒

に

考

え

よ

う

と

い

う

ス

タ

ン

ス
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で

あ

る

。

等

の

意

見

が

出

さ

れ

た

。

■

弁

護

士

と

教

師

で

つ

く

る

憲

法

出

前

授

業

２

～

道

教

委

・

道

議

会

介

入

問

題

に

つ

い

て

の

経

過

報

告

～

川

原

茂

雄

（

札

幌

琴

似

工

業

高

校

）

川

原

報

告

は

、

今

年

で

七

回

目

を

迎

え

る

札

幌

弁

護

士

会

の

「

憲

法

出

前

授

業

」

に

よ

る

コ

ラ

ボ

授

業

で

、
「

集

団

的

自

衛

権

か

ら

考

え

る

日

本

国

憲

法

っ

て

何

だ

？

」

を

行

い

、

新

聞

報

道

さ

れ

る

と

、

道

議

会

・

道

教

委

か

ら

圧

力

が

か

か

り

、

そ

の

経

過

を

述

べ

た

内

容

で

あ

る

。

コ

ラ

ボ

授

業

は

弁

護

士

と

教

師

の

対

談

形

式

で

進

め

る

授

業

で

あ

り

、

そ

の

時

々

の

ト

ピ

ッ

ク

ス

を

取

り

上

げ

て

き

た

。

前

述

の

松

本

報

告

と

同

様

、

集

団

的

自

衛

権

を

授

業

で

扱

う

こ

と

が

、

集

団

的

自

衛

権

に

反

対

し

、

一

方

的

な

立

場

か

ら

の

偏

向

教

育

と

攻

撃

し

て

き

た

。

討

議

で

は

、

・

両

論

併

記

は

は

た

し

て

中

立

な

の

か

。

原

発

は

こ

の

論

理

で

教

え

ら

れ

て

き

た

。

そ

の

結

果

、

三

・

一

一

ま

で

向

か

う

プ

ロ

パ

ガ

ン

ダ

が

流

さ

れ

て

き

た

の

で

は

な

い

か

。

・

両

論

併

記

は

正

論

を

相

対

化

す

る

こ

と

で

あ

り

、

こ

の

論

理

は

改

憲

も

教

え

ろ

と

い

う

憲

法

ま

で

行

き

着

く

。

・

子

ど

も

た

ち

が

主

体

的

に

思

考

し

、

判

断

で

き

る

力

を

育

て

る

こ

と

が

社

会

科

の

任

務

で

あ

る

。

・

わ

た

し

た

ち

は

学

校

で

「

民

主

主

義

」

と

「

憲

法

」

を

し

っ

か

り

教

え

て

き

た

か

。
今

こ

そ

教

師

自

身

の

姿

を

し

っ

か

り

見

せ

る

必

要

が

あ

る

。
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・

憲

法

の

条

文

に

基

づ

き

、

行

政

府

の

越

権

行

為

を

正

す

べ

き

で

あ

る

。

等

の

意

見

が

出

さ

れ

た

。

■

倫

理

で

考

え

る

授

業

実

践

「

ベ

ン

サ

ム

と

ブ

ー

タ

ン

」
「

マ

ル

ク

ス

と

ブ

ラ

ッ

ク

企

業

」

「

環

境

倫

理

と

原

発

」

木

谷

弥

彦

（

倶

知

安

高

校

）

木

谷

報

告

は

、

と

も

す

る

と

思

想

家

の

暗

記

学

習

に

な

り

が

ち

な

倫

理

の

学

習

を

、

生

徒

の

生

き

方

に

直

接

ヒ

ン

ト

を

与

え

る

重

要

な

科

目

と

し

て

取

り

組

ん

だ

授

業

実

践

の

紹

介

で

あ

る

。

「

ベ

ン

サ

ム

と

ブ

ー

タ

ン

」

は

、

功

利

主

義

を

確

立

し

た

ベ

ン

サ

ム

が

幸

福

＝

快

楽

と

し

、

快

楽

計

算

は

可

能

だ

と

主

張

し

た

の

に

対

し

、

ブ

ー

タ

ン

を

紹

介

し

、

本

当

の

幸

せ

や

豊

か

さ

は

何

な

の

か

を

考

え

さ

せ

る

授

業

で

あ

る

。

「

マ

ル

ク

ス

と

ブ

ラ

ッ

ク

企

業

」

は

、

映

画

「

フ

ツ

ー

の

仕

事

が

し

た

い

」

を

見

せ

、

ブ

ラ

ッ

ク

企

業

の

実

態

、

資

本

主

義

の

本

質

を

知

ら

せ

る

授

業

で

あ

る

。

「

環

境

倫

理

と

原

発

」

は

、

独

自

プ

リ

ン

ト

で

原

発

の

問

題

点

な

ど

を

学

習

し

た

後

、

映

画

「

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

・

ハ

ー

ト

」

を

視

聴

さ

せ

る

。

討

議

で

は

、

・

倫

理

は

難

し

い

。

刺

激

を

受

け

る

反

応

も

あ

る

が

、

そ

れ

を

さ

ら

に

深

め

る

だ

け

の

時

間

的

余

裕

が

な

い

。

等

の

意

見

が

出

さ

れ

た

。
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■

日

本

国

憲

法

を

抱

き

し

め

て

～

主

権

者

で

あ

る

「

私

」

の

憲

法

平

井

敦

子

（

札

幌

・

真

駒

内

中

学

校

）

平

井

報

告

は

、

北

大

で

の

「

日

本

国

憲

法

」

の

講

義

の

様

子

と

、

中

学

校

で

の

憲

法

の

実

践

で

あ

る

。

北

大

の

講

義

で

は

、

憲

法

は

「

国

民

」

が

守

る

と

答

え

た

学

生

が

圧

倒

的

で

あ

り

、
「

憲

法

を

撮

っ

て

み

よ

う

」

の

実

践

は

大

学

生

で

も

天

皇

が

載

っ

た

カ

レ

ン

ダ

ー

を

撮

影

し

た

り

（

第

一

条

）
、

学

生

食

堂

の

レ

シ

ー

ト

を

撮

影

し

て

（

第

三

〇

条

）
、

そ

の

身

近

な

存

在

に

驚

い

て

い

た

。

中

学

校

の

実

践

で

は

、
「

憲

法

と

い

う

ル

ー

ル

で

社

会

を

ジ

ャ

ッ

ジ

～

レ

ッ

ド

、

イ

エ

ロ

ー

、

グ

リ

ー

ン

カ

ー

ド

」

と

題

し

、

新

聞

記

事

を

読

ん

で

憲

法

の

条

文

に

基

づ

き

、

カ

ー

ド

で

判

断

す

る

取

り

組

み

を

行

っ

た

。

討

議

で

は

、

・

中

・

高

と

成

績

は

良

い

大

学

生

で

あ

る

が

、

暗

記

だ

け

で

あ

り

、

養

護

は

知

っ

て

い

る

が

、

内

容

は

わ

か

っ

て

い

な

い

。

中

学

生

に

同

じ

問

い

を

す

る

と

八

割

が

正

解

し

た

。

主

権

の

な

い

時

代

か

ら

、

ど

う

や

っ

て

権

利

を

獲

得

し

て

き

た

か

を

自

分

ご

と

と

し

て

考

え

て

き

た

か

の

差

で

あ

る

。

・

大

学

生

の

反

応

は

知

っ

て

い

る

が

、

社

会

の

現

状

の

中

で

自

分

の

考

え

を

封

印

し

て

い

る

の

で

は

な

い

か

。

・

憲

法

と

い

う

フ

ィ

ル

タ

ー

を

通

し

て

社

会

を

見

る

と

、

大

き

く

見

方

が

変

わ

っ

て

い

く

。

・

共

通

の

土

台

、

情

報

の

共

有

化

が

な

い

と

、

平

等

の

話

し

合

い

に

は

な

ら

な

い

。

等

の

意

見

が

出

さ

れ

た

。
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■

頭

に

残

ら

な

い

憲

法

の

話

か

ら

角

谷

悦

章

（

帯

広

緑

陽

高

校

）

角

谷

報

告

は

、

手

応

え

の

あ

る

授

業

を

し

、

授

業

の

感

想

も

充

実

感

を

感

じ

て

い

る

様

子

が

う

か

が

え

た

の

に

、

後

に

残

ら

な

い

結

果

か

ら

、

グ

ル

ー

プ

ワ

ー

ク

と

小

論

文

作

成

の

授

業

に

挑

戦

し

た

内

容

で

あ

る

。

憲

法

の

内

容

を

新

鮮

に

理

解

し

て

も

ら

う

た

め

、

自

民

党

の

憲

法

改

正

草

案

を

参

考

資

料

に

し

、

基

礎

学

習

、

小

テ

ー

マ

決

め

、

グ

ル

ー

プ

討

論

、

小

論

文

作

成

、

発

表

と

進

め

た

。

最

終

回

の

レ

ポ

ー

ト

の

テ

ー

マ

は

「

自

民

党

憲

法

改

正

草

案

を

検

討

す

る

」

で

あ

る

。

発

表

の

中

で

は

、

講

義

形

式

の

授

業

の

時

に

強

調

し

た

か

っ

た

こ

と

や

、

考

え

て

ほ

し

か

っ

た

点

へ

の

言

及

が

み

ら

れ

、

生

徒

が

自

分

で

発

見

し

た

こ

と

と

し

て

表

現

さ

れ

て

い

た

。

討

議

で

は

、

・

自

分

の

考

え

と

違

う

人

と

論

理

的

に

話

が

で

き

る

力

が

必

要

で

あ

る

。

・

知

識

量

よ

り

も

、

論

理

的

な

話

を

で

き

る

力

が

必

要

で

あ

る

。

・
「

憲

法

の

す

ば

ら

し

さ

は

ど

こ

か

ら

き

た

か

」

を

学

ぶ

時

、

あ

め

り

か

の

独

立

宣

言

を

学

ば

せ

た

。

譲

る

こ

と

の

で

き

な

い

権

利

は

、

日

本

国

憲

法

一

三

条

と

同

じ

だ

と

反

応

し

た

。

す

ば

ら

し

さ

を

学

ぶ

時

、

歴

史

的

経

過

を

学

ぶ

べ

き

で

あ

る

。

・
「

個

」

と

「

人

」

に

焦

点

を

当

て

て

考

え

て

い

る

子

は

、

教

師

の

予

想

以

上

に

考

え

て

い

た

。

・

両

論

併

記

の

問

題

で

は

、

中

立

（

客

観

主

義

）

に

立

つ

の

で

は

な

く

、

一

つ

の

側

に

立

つ

こ

と

が

必

要

で

は

な

い

か

。

日

本

国

憲

法

九

七

条

の

「

自

由

獲

得

の

努

力

の

成

果

」

に

、

教

師

も

身

を

お

く

べ

き

で

あ

る

。
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・

行

政

は

「

中

立

」

を

求

め

る

。

そ

の

ス

タ

ン

ス

に

は

二

つ

あ

り

、

そ

の

テ

ー

マ

に

触

れ

な

い

、

も

う

一

つ

は

両

論

併

記

に

し

な

さ

い

と

い

う

こ

と

。

こ

れ

は

前

向

き

に

考

え

る

と

、

反

対

意

見

も

扱

う

こ

と

が

で

き

る

。

自

民

党

の

考

え

も

し

っ

か

り

教

え

る

べ

き

。

両

論

併

記

は

、

生

徒

が

考

え

る

上

で

の

ス

タ

ー

ト

ラ

イ

ン

で

あ

る

。

等

の

意

見

が

出

さ

れ

た

。

■

「

民

主

主

義

」

っ

て

何

だ

ろ

う

？

荒

関

雅

仁

（

釧

路

工

業

高

校

）

荒

関

報

告

は

、

大

学

生

時

代

に

所

属

し

て

い

た

演

劇

部

で

上

演

す

る

脚

本

を

ど

の

よ

う

に

決

め

る

か

を

テ

ー

マ

に

し

た

内

容

で

あ

る

。

実

際

に

、

締

め

切

り

期

限

ま

で

に

脚

本

を

提

出

し

た

の

が

荒

関

氏

一

人

で

あ

り

、

過

「

こ

の

後

、

ど

う

す

べ

き

か

」

を

生

徒

に

問

う

。

考

え

と

し

て

は

、

①

ｄ

自

分

で

提

出

し

た

脚

本

を

上

映

、

②

部

活

を

「

独

裁

型

」

に

変

え

て

し

ま

う

、

③

脚

本

の

提

出

期

限

を

延

長

す

る

、

の

３

つ

で

あ

る

。

実

際

は

③

を

と

り

、

や

り

直

し

の

脚

本

決

め

の

結

果

、

荒

関

氏

の

脚

本

は

落

選

し

、

他

の

人

が

提

出

し

た

脚

本

に

決

ま

っ

た

。

な

ぜ

脚

本

の

提

出

期

限

を

延

期

し

た

か

。

そ

れ

は

、

こ

の

ま

ま

で

は

会

議

に

も

な

ら

ず

、

民

主

主

義

の

死

と

考

え

た

結

果

で

あ

る

。

討

議

で

は

、

・

他

者

へ

の

思

い

や

り

（

想

像

力

）

を

欠

い

た

デ

ィ

ベ

ー

ト

は

こ

わ

い

。

そ

の

思

い

や

り

や

想

像

力

を

イ

メ

ー

ジ

す

る

た

め

に

社

会

科

が

あ

る

の

で

は

な

い

か

。

・

自

民

党

と

民

主

党

の

憲

法

草

案

が

、

い

ず

れ

も

「

国

民

が

守

る

も

の

」
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と

な

っ

て

お

り

、
二

〇

〇

〇

年

代

か

ら

ク

ロ

ー

ズ

ア

ッ

プ

さ

れ

て

き

た

。

・

社

会

の

体

制

を

こ

え

て

、

民

主

主

義

は

育

っ

て

き

た

。

現

在

は

少

数

で

あ

っ

て

も

、

将

来

は

多

数

に

な

る

可

能

性

の

あ

る

も

の

を

決

し

て

否

定

し

な

い

。

成

熟

し

た

民

主

主

義

は

、

多

数

決

で

決

め

ら

れ

な

い

も

の

で

あ

る

。

等

の

意

見

が

出

さ

れ

た

。

■

聞

き

取

り

か

ら

学

ぶ

水

害

の

歴

史
岡

野

正

丸

（

日

高

・

里

平

小

学

校

）

岡

野

報

告

は

、

二

〇

〇

三

年

八

月

の

台

風

一

〇

号

の

被

害

で

、

洪

水

、

土

砂

崩

れ

、

道

路

陥

没

、

停

電

、

断

水

な

ど

地

域

全

部

が

孤

立

し

た

状

況

を

聞

き

取

り

で

調

べ

、

苦

労

や

願

い

を

考

え

る

内

容

で

あ

る

。

副

読

本

で

洪

水

の

概

要

を

学

び

、
当

時

の

様

子

を

家

族

か

ら

聞

き

取

る

、

新

聞

記

事

・

写

真

・

作

文

か

ら

様

子

を

つ

か

み

、

わ

か

っ

た

こ

と

を

も

と

に

新

聞

に

ま

と

め

る

と

い

う

学

習

過

程

で

あ

る

。

討

議

で

は

、

・

開

発

は

よ

い

と

肯

定

的

に

と

ら

え

る

危

険

性

が

あ

る

。

・

ア

イ

ヌ

の

人

た

ち

は

、

自

然

災

害

の

く

る

よ

う

な

と

こ

ろ

に

は

決

し

て

住

ま

な

い

。

・

過

去

に

も

水

害

が

あ

り

、

そ

の

教

訓

か

ら

治

水

が

ど

う

な

さ

れ

た

の

か

も

問

題

視

す

べ

き

で

は

な

い

か

。

・

周

り

の

人

た

ち

が

「

自

分

達

も

被

害

を

受

け

て

い

る

が

、

こ

っ

ち

の

方

が

も

っ

と

被

害

を

受

け

て

い

る

か

ら

」

と

助

け

に

い

く

の

は

す

ご

い

。

・

災

害

学

習

で

は

、

被

害

を

ど

う

忘

れ

ず

に

後

世

に

伝

え

て

い

く

か

が

重
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要

で

あ

る

。

・

こ

の

授

業

の

ね

ら

い

で

、

当

時

の

苦

労

や

願

い

の

実

現

は

ど

う

だ

っ

た

の

か

。

護

岸

工

事

な

ど

を

や

っ

て

い

る

が

、

本

当

の

願

い

と

結

び

つ

い

て

い

る

の

か

。

等

の

意

見

が

出

さ

れ

た

。

■

Ｗ

杯

か

ら

考

え

る

世

界

の

姿

～

一

年

生

・

現

代

社

会

で

の

平

和

・

人

権

学

習

の

一

環

と

し

て

～

飯

塚

正

樹

（

江

別

高

校

）

飯

塚

報

告

は

、

日

常

的

に

ニ

ュ

ー

ス

を

見

て

い

る

生

徒

が

ほ

と

ん

ど

い

な

い

、
Ｗ

杯

に

感

心

を

持

っ

て

い

る

生

徒

も

ほ

と

ん

ど

い

な

い

実

態

の

中

、

世

界

最

大

の

ス

ポ

ー

ツ

イ

ベ

ン

ト

に

感

心

を

持

つ

機

会

と

す

る

と

と

も

に

、

参

加

各

国

の

歴

史

、

社

会

、

社

会

、

政

治

、

経

済

を

学

ぶ

機

会

と

す

る

こ

と

を

ね

ら

い

と

し

て

い

る

。

授

業

内

容

は

、
内

戦

を

止

め

た

コ

ー

ト

ジ

ボ

ア

ー

ル

の

英

雄

ド

ロ

グ

バ

、

サ

ッ

カ

ー

の

今

と

昔

、

Ｗ

ｅ

Ａ

ｒ

ｅ

Ａ

ｌ

ｌ

Ｍ

ｏ

ｎ

ｋ

ｅ

ｙ

ｓ

、

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

代

表

・

多

様

な

民

族

の

四

時

間

。

こ

の

学

習

を

通

じ

、

Ｗ

杯

に

興

味

に

持

ち

、
人

種

差

別

や

植

民

地

の

こ

と

も

考

え

る

機

会

と

な

っ

た

。

討

議

で

は

、

・

ス

ポ

ー

ツ

団

体

は

、
平

和

や

環

境

な

ど

を

メ

イ

ン

に

取

り

組

ん

で

い

る

。

・

情

報

収

集

は

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

が

中

心

な

の

で

、

て

い

ね

い

に

取

り

扱

う

必

要

が

あ

る

。

・

戦

前

、

サ

ッ

カ

ー

で

日

本

が

日

本

が

ス

ウ

ェ

ー

デ

ン

に

勝

っ

た

こ

と

が

あ

り

、

奇

跡

と

い

わ

れ

た

。

野

球

の

沢

村

や

吉

原

は

知

っ

て

い

る

が

、
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サ

ッ

カ

ー

選

手

に

も

戦

没

者

が

い

る

の

で

は

な

い

か

。

・

Ｗ

杯

は

人

種

差

別

や

植

民

地

支

配

な

ど

、

他

に

も

つ

な

が

る

教

材

で

あ

る

。

自

分

が

の

め

り

込

む

も

の

が

教

材

に

な

る

。

■

現

代

社

会

ワ

ー

ク

シ

ー

ト

「

少

女

サ

エ

子

か

ら

学

ぶ

労

働

基

本

権

」

の

追

試

・

実

践

か

ら

村

上

博

章

（

岩

見

沢

農

業

高

校

）

村

上

報

告

は

、

労

働

基

本

権

や

労

働

三

法

な

ど

基

本

的

な

こ

と

を

学

習

し

た

こ

と

を

ふ

ま

え

て

、

あ

る

ア

ル

バ

イ

ト

先

で

起

き

た

事

例

（

一

六

才

の

少

女

が

、

髪

の

色

を

理

由

に

ア

ル

バ

イ

ト

先

の

店

長

か

ら

突

然

、

店

を

や

め

て

も

ら

い

た

い

と

言

わ

れ

た

。

納

得

で

き

な

い

と

彼

女

は

闘

う

こ

と

を

決

め

、

個

人

加

盟

で

き

る

労

働

組

合

に

入

り

、

会

社

と

交

渉

し

、

撤

回

さ

せ

た

）

に

つ

い

て

考

え

る

ワ

ー

ク

シ

ー

ト

を

実

施

し

た

。

こ

れ

は

河

野

栄

氏

の

実

践

の

追

試

で

あ

る

。

生

徒

は

、

自

分

の

ア

ル

バ

イ

ト

経

験

を

ふ

ま

え

て

、

自

分

の

こ

と

と

し

て

考

え

る

機

会

と

な

っ

た

。

机

の

上

で

学

習

し

た

こ

と

を

活

用

し

て

実

際

に

社

会

で

起

き

た

事

例

に

つ

い

て

考

え

る

場

を

つ

く

る

こ

と

は

貴

重

で

あ

る

。討

議

で

は

、

・

就

業

規

則

の

内

容

が

ど

う

だ

っ

た

の

か

、

さ

ら

に

内

容

が

妥

当

だ

っ

た

の

か

が

ポ

イ

ン

ト

に

な

る

。

・

自

分

な

ら

「

髪

を

黒

く

し

な

さ

い

」

と

言

わ

れ

た

と

こ

ろ

で

止

め

、
「

み

ん

な

な

ら

ど

う

す

る

？

」

と

問

う

。

結

果

を

先

に

示

す

の

で

は

な

く

、

生

徒

に

考

え

さ

せ

た

方

が

い

い

。
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等

の

意

見

が

出

さ

れ

た

。

■

分

科

会

の

ま

と

め

【

成

果

】

研

究

課

題

の

一

つ

「

社

会

科

教

育

を

取

り

巻

く

現

状

と

課

題

」

で

は

、

「

改

憲

と

今

問

わ

れ

る

私

た

ち

の

歴

史

認

識

」

に

し

ぼ

り

、

戦

争

す

る

国

に

対

し

て

、

私

た

ち

は

今

、

何

を

ど

う

す

る

か

を

集

中

的

に

話

し

合

っ

た

。

戦

後

七

〇

年

の

節

目

を

迎

え

る

中

、
児

玉

報

告

で

は

そ

の

視

点

が

示

さ

れ

、

私

た

ち

に

多

く

の

示

唆

を

与

え

て

く

れ

た

。

若

者

の

戦

争

に

対

す

る

認

識

を

具

体

化

す

る

山

川

報

告

、

教

育

内

容

に

介

入

す

る

政

府

・

道

議

会

と

そ

れ

に

抗

す

る

松

本

・

川

原

報

告

、

生

徒

の

生

き

方

に

ヒ

ン

ト

を

与

え

よ

う

と

取

り

組

ん

だ

木

谷

報

告

、

憲

法

に

つ

い

て

様

々

な

角

度

か

ら

切

り

込

ん

だ

平

井

・

角

谷

報

告

と

、

改

憲

の

動

き

が

強

ま

る

中

、

各

地

で

奮

闘

す

る

様

子

が

交

流

さ

れ

た

。

ま

た

、

地

域

の

水

害

を

掘

り

起

こ

し

た

岡

野

報

告

、

民

主

主

義

と

は

何

か

を

考

え

た

荒

関

報

告

、

Ｗ

杯

と

い

う

新

し

い

視

点

か

ら

世

界

の

姿

を

考

え

た

飯

塚

報

告

、

労

働

問

題

を

自

分

ご

と

と

し

て

考

え

さ

せ

た

村

上

報

告

と

、

バ

ラ

エ

テ

ィ

ー

豊

か

な

実

践

が

報

告

さ

れ

た

。

【

課

題

】

レ

ポ

ー

ト

は

十

一

本

あ

り

、

内

容

も

豊

か

で

あ

る

が

、

小

学

校

二

本

、

中

学

校

一

本

、

高

校

八

本

と

、

偏

り

が

あ

る

。

小

・

中

の

実

践

が

少

な

い

の

が

課

題

で

あ

る

。

ま

た

、

集

団

的

自

衛

権

の

行

使

容

認

問

題

な

ど

で

、

両

論

併

記

と

す

べ

き

か

ど

う

か

は

結

論

が

出

る

ま

で

至

ら

な

か

っ

た

。
（

文

責

・

山

川

功

）


